
【応募理由】
　マスターアーキテクト方式により、単に建築協定や緑地協定にとらわれることなく、景観的に柔軟でゆるやかな統一を図った住宅地として、特徴的であると考えられるため。

【作品または活動の概要】
　「高見三条」戸建地区は豊かな緑地や川のせせらぎ、桜並木などの美しい環境を活かして、人と自然が共に生き生きと暮らす『桜と水辺とふれあいの街』をテーマとした戸建
住宅開発です。開発にあたってはマ
スターアーキテクト方式を採用し、
開発にあたって内井昭蔵氏をマス
ターアーキテクト（M.A.）とし、戸
建地区の調整をブロックアーキテク
ト（B.A.）が各戸建住宅設計者に対
して調整を図り、各設計者の個性を
大切にしながらも、まとまりをもっ
た『ゆるやかな景観の統一』を目指
し、以下の 5 項目をコンセプトと
して計画しました。
①桜をシンボルとした四季を感じる
　街づくり
②人と人とのふれあいを大切にした
　街づくり
③街並み景観の調和を考えた個性的
　で多様な住まいづくり
④水や緑、身近な自然と楽しめる街
　づくり
⑤お年寄りから子供まで全ての人に
　やさしい街づくり

【作品または活動の特色】
　計画にあたっては、M.A.・B.A.・
事業者が協議検討を重ね、ゆるやか
なデザインコードにより大きなまと
まりを持たせ、各戸建の設計にあ
たっては B.A.・事業者・住宅設計者
による協議を粘り強く行うことによ
り「ゆるやかな統一」が行き届くよ
うなシステムをつくり進めていきま
した。
　計画は敷地の東西軸幹線道路に対
して、それをつなぐように、それぞ
れ特徴のある歩行者専用道路（小径）
を南北軸に配置し、性格の異なる道
路がゆるやかにつながりながら「向
こう三軒両隣」のコミュニケーショ
ンづくりを大切にした道路空間を計
画しました。また、中央の道路には
高見地区の水のシンボルである「せ
せらぎ」を、中心には「みち広場」
を計画しました。
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　①桜をシンボルとした四季を感じる街づくり
　②人と人とのふれあいを大切にした街づくり
　③街並み景観の調和を考えた個性的で多様な
　　住まい作り
　④水や緑、身近な自然と楽しめる街づくり
　⑤お年寄りから子供まで全ての人にやさしい
　　街づくり
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「高見三条」戸建地区は豊かな緑地や豊かな緑地や川のせせらぎ、桜並木などの美しい環境を活かして、人と自
然が共に生き生きと暮らす『桜と水辺とふれあいの街』をテーマとした戸建住宅開発です。開発にあたっては
マスターアーキテクト方式を採用し、開発にあたって内井昭蔵氏をマスターアーキテクト(M.A.)とし、戸建地区
の調整をブロックアーキテクト(B.A.)が各戸建住宅設計者に対して調整を図り、各設計者の個性を大切にしなが
らも、まとまりをもった『ゆるやかな景観の統一』を目指した、まちづくりを推進しました。
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　敷地の東西軸幹線道路に対して、それをつ
なぐように、それぞれ特徴のある歩行者専用
道路（小径）を南北軸に配置し、性格の異なる
道路がゆるやかにつながりながら「向こう三
軒両隣」のコミュニケーションづくりを大切
にした道路空間を計画しました。
　また中央の道路には高見地区の水のシンボ
ルである「せせらぎ」を、中心には「みち広場」
を計画しました。

○実施設計前に設計主旨を建物設
計者からブロックアーキテクトに
提出し、協議・調整を図る

○全体模型と個別模型による調整○計画図による調整

○設計主旨の確認

○色彩計画書による調整 ○現地立会による色彩の調整

●具体的な計画の進め方●具体的な計画の進め方●具体的な計画の進め方●具体的な計画の進め方●具体的な計画の進め方
　計画にあたっては、M.A.・B.A.・事業者が協議検討を重ね、ゆるやかなデザインコードにより大き
なまとまりを持たせ、各戸建の設計にあたってはB.A・事業者・住宅設計者による協議を粘り強く行
うことにより「ゆるやかな統一」が行き届くようなシステムをつくり進めていきました。
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●高見上通り
　初夏にはシンボルツリーである並木の葉桜が高見神
社の鎮守の森と美しい緑の調和を奏でます。

●高見上通りと住宅
　後背地の山の緑と住まいの生垣やシンボルツリーの
調和した緑あふれるまちなみを目指しました。

「紅葉」・「笹」・「あじさい」の三つの小径は、それぞれ四季の節目節目に彩りを沿えるものとなっています。
また、通りの正面や、街区の角地などでは、印象的な建物や、桜や植栽などがアイスポットとなるように、調整・誘導
しまちなみにアクセント与え、均一な空間になりがちな住宅開発に多様性を取り入れるよう計画しています。

●おもいがわ通り
　「それぞれの住宅が個性的であること」が高見三条の
大きな特徴です。

●紅葉の小径 ●あじさいの小径●笹の小径

●中の路

●せせらぎ

●夜景
　夜間でも街灯以外に住宅の門灯や足元灯が通りを照ら
し、高見三条の安全、防犯、夜間の景観に、各住宅が寄
与しています。

●高見通り ●玄関・カーポート廻り① ●玄関・カーポート廻り② ●メーター類

●足元灯●小径(夜景)

住宅地の中央部を東西に流れるせせらぎは、板櫃川の水を引きこみ、さらさらと優しい水音を響かせています。こ
のせせらぎは既に地区の共有財産として、今では住民自ら手を入れ清掃する姿が見受けられます。
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